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教 科 国  語 科 目 古 典 Ａ 単位数 ２ 

学 年 ２  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科Ｂ類型 

教科書（出版社） 古典Ａ（三省堂） 

副教材（出版社）  

授業の概要 

１ 古文、漢文の朗読や暗唱をしたり、展開や心情を読み取りながら話のおもしろさを味わっ

たりする。 

２ 古文、漢文や古典に関連する文章を読んで、現代を生きる我々と古典との関わりについて

話し合ったり、意見をまとめたりする。 

授業の目標 
古文、漢文を読むことによって古典に触れる楽しさを味わい、我が国の伝統と文化に対する

理解を深め、生涯にわたって古典に親しむ態度を育てる。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 

 
画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

１ イントロダクション 

・恵心僧都の母 

２ イントロダクション 

・朝三暮四 

 

３ 宇治拾遺物語 

・百鬼夜行 

・古文に描かれた人々のものの見方や感じ方に関心を持つ。 

・歴史的仮名遣いなどに注意しながら音読する。 

・漢文訓読の決まりについて理解し、それらに注意して音読す

る。 

・自分の生活に関わりの深い故事成語についてまとめる。 

・話の展開に沿って、登場人物の心情を読み取る。 

・説話の世界観や、登場する人物の特異性について理解する。 

２ 

学 

期 

１ 宇治拾遺物語 

 ・袴垂と保昌 

２ 論語 

 ・孔子の人となり 

 ・孔子と政治 

３ 老子 

 ・大道廃れて仁義有り 

４ 荘子 

 ・混沌 

５ 今昔物語集 

 ・姥母捨山 

６ 漢詩 

 ・絶句 

・話の展開を順を追って理解し、理解したことを説明したり、

それについて話し合ったりする。 

 

・孔子の考えに興味を持ち、現在に照らし合わせて考える。 

 

・老子の考えを示す場面や比喩を正確に読み取り、その思想を

追究する。 

・荘子が主張する思想・考え方を理解し、老子との共通性、儒

家との相違性について考える。 

・説話の持つ教訓の意味について考える。 

・登場人物の心情の変化を順を追って理解し、情景や心の動き

を説明する。 

・描かれた情景、作者の心情をイメージしながら音読し、その

リズムのよさを味わう。 

３ 

学 

期 

１ 十訓抄 

 ・行成と実方 

２ 三国志 

 ・三たび往きて、乃ち見る 

３ 漢詩 

 ・律詩 

・登場人物の様子や態度から、その性格や心情をとらえる。 

・文章表現の特徴を理解し、一部を現代語に直す。 

・登場人物の立場や関係を理解し、場面状況と登場人物の心情

を自分の言葉で説明する。 

・描かれた情景、作者の心情をイメージしながら音読し、その

リズムのよさを味わう。 

観
点
別
評
価 

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解 

古典を読む楽しさを味

わい、古典に親しむとと

もに、我が国の伝統と文

化に対する関心を深めよ

うしているか。 

  
まとまりのある古典

を読み、古典に表れた

思想や感情を捉え、自

分の考えを深め、発展

させているか。 

 伝統的な言語文化及

び言葉の特徴などの理

解を深め、知識を身に

付けているか。 

備

考 

 ３つの観点に基づき、各学期ごとに 100点法で評価し、学年末には各学期の評価を平均し総合的に評

価する。 
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教 科 公  民 科 目 現代社会 単位数 ２ 

学 年 ２  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科・地域ビジネス科・商業科 

教科書（出版社） 改訂版 高等学校 現代社会 (数研出版) 

副教材（出版社） 新版 テーマ別資料 クローズアップ現代社会 （第一学習社） 

授 業 の 概 要 
教科書に沿って、本文の内容を理解する。概論だけでなく、時事的トピック

も扱いながら現代社会への認識を深める。 

授 業 の 目 標 

広い視野から現代社会の基本的な問題について理解を深め、人間としての在

り方生き方について主体的かつ公正に判断、考察する力の基礎を養い、良識あ

る公民として必要な能力と態度を身に付ける。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

第 1編 私たちの生きる社会 

第１章 地球環境問題 

第２章 資源・エネルギー問題 

第３章 生命をめぐる問題 

第２編 現代社会と人間として

のあり方生き方 

第１章 青年期と自己の形成 

 現代社会の諸課題を通して、社会の在り方を考察す

る基礎を理解し、現代社会に対する関心を高め、いか

に生きるかを主体的に考察することの大切さを自覚す

る。 

倫理、社会、文化、政治、法、経済、国際社会などと

いった多様な角度から現代社会を理解し、現代社会に

生きる人間としての在り方生き方について考察する。 

２ 

学 

期 

 第２章 現代の民主政治と政治

参加の意義 

  (1)民主政治の基本原理 

  (2)日本国憲法と基本的人権 

  (3)日本の政治機構 

  (4)政治参加と民主政治の課

題 

 第３章 現代の経済社会と経

済活動のあり方 

  (1)経済のしくみと市場機構 

倫理、社会、文化、政治、法、経済、国際社会などと

いった多様な角度から現代社会を理解し、現代社会に

生きる人間としての在り方生き方について考察する。 

３ 

学 

期 
  (2)財政と金融 

  (3)日本経済の発展と変化 

  (4)豊かな生活と福祉の実現 

 第４章 国際社会の動向と日

本の役割 

第３編 ともに生きる社会をめ

ざして 

持続可能な社会の形成に参画するという観点から課題

を主体的に探究し、現代社会に対する理解を深め、現

代に生きる人間としての在り方生き方について考察す

る。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 

 社会や人間に関わ

る問題を意欲的に追

究し、平和で民主的

な社会の実現に向け

て参加、協力する態

度を身に付け、人間

としての在り方生き

方について自覚を深

めようとしている。 

 社会や人間に関わる

課題を見いだし、広い

視野に立って多角的に

考察し、社会の変化や

立場、考え方を踏まえ

て公正に判断し、その

過程や結果を様々な方

法で適切に表現してい

る。 

社会や人間に関わる

問題に関する諸資料を

様々なメディアを通し

て収集し、有効な情報

を適切に選択して、効

果的に活用する学び方

を身に付けている。 

 

 

現代社会の異本的な

問題と人間としての在

り方生き方に関わる基

本的な事柄や学び方を

理解し、その知識を身

に付けている。 

 

 

 

備

考 

 ４つの観点に基づき、学期ごとに 100 点法で評価し、学年末には各学期の評価を平均し総合

的に評価する。 
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教 科 数  学 科 目     数 学 A 単位数   ２ 

学 年 ２  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科・地域ビジネス科 

教科書（出版社） 改訂版 最新 数学 A（数研出版） 

副教材（出版社） 改訂版 パラレルノート 数学 A（数研出版） 

授業の概要 

場合の数と確率では、条件つき確率まで学習する。整数の性質ではユークリッド

の互除法を使い、応用問題にも対応できるように学習する。図形の性質は平面の性

質から空間の性質を考えられるように学習する。 

授業の目標 

数学では自ら考え、かつ実際に計算や推論をしないと数学の考え方が身につかな

い。例題から練習問題を通して、応用問題にも、強いられてするのではなく、数学

のもっている面白さにつられて自然に挑戦する態度を身に付ける。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

第１章 場合の数と確率 

 第１節 場合の数 

 

 第２節 確率 

 

  

・樹形図などを利用した個数の数え方について学び、ま

た、和の法則、積の法則が成り立つのはどのような場

合なのかを理解し、各場合に適切な応用ができるよう

にする。独立試行の典型的な例であり、最も重要な例

でもある反復試行の確率を理解する。このとき、組合

せを用いることを理解する。 

２ 

学 

期 

 第２節 確率 

 

３章 整数の性質 

 第１節 約数と倍数 

 第２節 ユークリッドの 

互除法 

 第３節 整数の性質の活用 

 

 

第２章 図形の性質 

 第１節 平面図形 

 

・具体例を通して、条件付き確率と乗法定理の考え方を

理解する。 

・整数の性質を利用し、倍数の判定の仕方を学び、その

方法を習得する。素因数分解を利用した最大公約数、

最小公倍数の求め方を理解する。ユークリッドの互除

法によって２つの数の最大公約数を求め、不定方程式

の１つの整数解を求められるようにする。２進法で表

された数を 10 進法に直し、また、その逆をできるよ

うにする。  

・線分の内分・外分を理解する。三角形の内角の二等分

線と比の定理を理解する。三角形の重心、外心、内心

の関係を理解する。 

３ 

学 

期 

 第１節 平面図形 

  

  

 

 

 

第２節 空間図形 

・チェバの定理、メネラウスの定理を理解し、それを活

用できるようになる。 

・円の接線と弦のつくる角の定理を理解する。方べきの

定理を理解する。２つの円の関係を理解し、その共通

接線に関する問題に活用できるようになる。平行接線

の作図やその応用ができるようになる。 

・空間における直線や平面の位置関係について理解す

る。多面体の性質を理解する。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

 関心を持つととも

に、数学的な見方や

考え方のよさを認識

し、それらを事象の

考察に活用できる

か。 

 事象を数学的にとら

え、論理的に考えると

ともに思考の過程を振

り返り多面的・発展的

に考えられるか。 

 事象を数学的に考察

し、表現し処理する仕方

や推論の方法を身に付

け、よりよく問題を解決

できるか。 

 基本的な概念、原

理・法則、用語・記号

などを理解し、基礎的

な知識を身に付けて

いるか。 

備

考 

４つの観点に基づき、各学期ごとに定期考査までの学習のまとまりごとに評価し、100点法で

評価する。また、学年末の評価は、各学期の評価を平均し総合的に評価する。 
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教 科 理  科 科 目 生物基礎 単位数 ２ 

学 年 ２  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科・地域ビジネス科・商業科 

教科書（出版社） 改訂版 新編 生物基礎（数研出版） 

副教材（出版社） 改訂版 スタディアップノート 生物基礎（数研出版） 

授 業 の 概 要 
 教室での学習活動や、実験・実習作業による探究活動を通して、事物・現象について科学

的な考察力や知識を習得する。 

授 業 の 目 標 

 自然と人間生活とのかかわり及び科学技術が人間生活に果たしてきた役割について、身近

な事物・現象に関する観察・実験などを通して理解を深め、科学的な見方や考え方を養いな

がら、科学に対する興味・関心を高める。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

序章―生命の探究― 

 

第１編 生物と遺伝子 

 第１章 生物の特徴 

 

 

 第２章 遺伝子とそのはたらき 

 

・生物基礎で学習する内容の概要を把握し、探究活動とは何

かについて理解する。 

 

・生物の共通性と多様性について学習し、細胞の構造や呼吸、

光合成について理解を深める。 

 

・遺伝子の本体であるＤＮＡの構造や遺伝情報について理解

を深める。 

・生命現象におけるタンパク質合成のしくみについて学習す

る。 

２ 

学 

期 

第２編 生物の体内環境の維持 

 第３章 生物の体内環境とその    

    維持 

 

 

 

第３編 生物の多様性と生態系 

 第４章 植生の多様性と分布 

 

・多細胞動物の体液は、細胞にとっての環境（体内環境）で

あることを理解する。また体内環境がほぼ一定に保たれてい

るしくみについて理解を深めながら、循環系・腎臓と肝臓の

構造とはたらきや自律神経系と内分泌系、免疫のしくみにつ

いて学習する。 

 

・植生について、その構造や遷移について学習する。 

３ 

学 

期 

 

 

 

 第５章 生態系とその保全 

・地球上のバイオームの分布や、バイオームの種類と気温・

年降水量の関係について理解する。 

 

・生態系における物質循環とエネルギーの流れについて学習

する。また、地球レベルの環境問題を取り上げながら、自然

環境の保全が大切であることを理解する。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

 身近な自然事象につ

いて興味と関心をもち

ながら、積極的な態度

で授業に取り組むこと

ができる。 

 簡単な仮説をあげ、そ

の処理実験と対照実験を

考えることができる。 

 生物の多様性と共通性

を理解し、適切に表現す

ることができる。 

 実験計画に沿った観

察・実験の実行と結果の整

理を行うことができる。 

 実験器具の操作やデー

タ処理を適切に行うこと

ができる。 

 学習内容について理

解を深め、適確に考察す

ることができる。 

 観察実験で得られた

データをもとにして関

連する知識を整理でき

る。 

備

考 

 ４つの観点に基づき、各学期ごとに100点法で評価する。また、学年末の評価は各学期の評価を平均し、

総合的に評価する。 
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教 科 保健体育 科 目 体  育 単位数 ２ 

学 年 ２  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科・地域ビジネス科・商業科 

教科書 (出版社） 現代高等保健体育 改訂版（大修館書店） 

副教材 (出版社） 現代高等保健体育ノート 改訂版（大修館書店） 

授業の概要 

各運動の特性を踏まえ、運動の学び方及び体力の高め方の一般原則運動と心身の働きの

関係、運動に伴う事故の防止、運動とかかわりのある健康・安全に関する知識などの科学

的な理解に基づいて運動を実践します。 

授業の目標 

１ 各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わ

うことができる能力や態度を育成します。 

２ 集団行動を正しく理解し、秩序正しく能率的に行う能力を養い、体育実技において安

全と運動効率の向上を目的とし、服装の徹底と自己管理を行う資質を育成します。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

１ 体つくり運動 

（１）体ほぐしの運動 

  ア 集団行動（基本動作） 

  イ ストレッチング 

（２）体力を高める運動 

  ア 時間走 

  イ 持久走（新体力テスト） 

２ 球技選択Ⅰ 

（１）バドミントン 

（２）テニス 

（３）卓球 

 

３ 体育理論Ⅰ 

・基本的な集団行動の定着と日々の活動の中での応用を目

指します。 

・主運動を行う前の、正確な体操及びストレッチを学びま

す。 

 

・自分の体力の実態を知るため、体力テストを行います。 

 

・集団的技能や個人技能の程度に応じてゲームができるよう

になります。 

・各技能を発揮し、攻撃と防御を展開し、勝敗を争うこと

の中から作戦を立て、工夫をすることの楽しさや喜びを味わ

います。 

・運動･スポーツの文化的特徴について学びます。 

２ 
学 

期 

４ 球技選択Ⅱ 

（１）ソフトボール 

（２）バレーボール 

（３）バスケットボール 

（４）ハンドボール 

 

５ 体育理論Ⅱ 

・集団的技能や個人技能の程度に応じてゲームができるよう

になります。 

・各技能を発揮し、攻撃と防御を展開し、勝敗を争うこと

の中から作戦を立て、工夫をすることの楽しさや喜びを味わ

います。 

 

・運動･スポーツの文化的特徴について学びます。 

３ 

学 

期 

６ 陸上競技（長距離走） 

時間走・記録測定 

 （男子3000m・女子 1500m） 

７ 体育理論Ⅲ 

・一定の長い距離を走る中で、自分に合ったペースコント

ロールが分かり、自己記録を更新できるよう挑戦します。 

 

・運動･スポーツの文化的特徴について学びます。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

・運動の楽しさや喜

びを深く味わうため

に自ら進んで運動し

ようとしている。 

・公正・協力・責任

などの社会的態度が

身に付いている。 

・自己やグループの能

力と運動の特性に応じ

た課題を見つけ出して

いる。 

・課題解決を目指し、

工夫している。 

 

・運動技能の構造と運動

の学び方、体ほぐしの意

義と体力の高め方に関す

る事項を理解し、身に付

けている。 

 

・自己体力や生活に応

じて体力を高めるため

の運動の合理的な行い

方を身に付けている。 

 

備

考 

４つの観点に基づき、学期ごとに 100 点法で評価し、学年末には、各学期の評価を平均し、総合的に

評価する。 
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１５ 

教 科 保健体育 科 目 保  健 単位数 １ 

学 年 ２  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科・地域ビジネス科・商業科 

教科書（出版社） 現代高等保健体育 改訂版（大修館書店） 

副教材（出版社） 現代高等保健体育ノート 改訂版（大修館書店） 

授業の概要 

思春期から中高年期までの健康に関わる事柄について学ぶとともに、私たちの健康を支え

ている保健・医療のしくみや、それらの活用の仕方について学びます。また、健康に関連す

る環境・食品の問題や、働くことと健康の関係などを中心に授業を展開します。 

授業の目標 

１ 個人生活や社会生活における心身の健康や安全に関心を持ち、自ら健康で安全な生活を

実践できるような意欲を育てます。 

２ 心身の健康や安全に関する問題解決を目指し、適切な意志決定を行い、選択すべき行動

を適切に判断できる力を身に付けます。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

２ 生涯を通じる健康 

（１）思春期と健康 

（２）性意識と性行動の選択 

（３）結婚生活と健康 

（４）妊娠・出産と健康 

（５）家族生活と人工妊娠中絶 

（６）加齢と健康 

（７）高齢者のための社会的取組 

 

・私たちの心と体は、年齢とともに変化していき、また、健

康のために私たちや社会がすべきことも、それにともなって

変化することを理解します。 

 

・生涯の各段階において健康についての課題があり、自らこ

れに適切に対応する必要があることを理解します。 

２ 

学 

期 

（８）保健制度とその活用 

（９）医療制度とその活用 

（10）医薬品と健康 

（11）さまざまな保健活動や対策 

 

３ 社会生活と健康 

（１）大気汚染と健康 

（２）水質汚濁・土壌汚染と健康 

（３）健康被害の防止と環境対策 

（４）環境衛生活動のしくみと働き 

・生涯を通じて健康の保持増進をするには、保健・医療制度

や地域の保健所、保健センター、医療機関などを適切に活用

することが重要であることを理解します。 

 

 

 

・人間の生活や産業活動は、自然環境を汚染し健康に影響を

及ぼすこともあることや、それらを防ぐには、汚染の防止及

び改善の対策をとる必要があることを理解します。 

３ 

学 

期 

（５）食品衛生活動のしくみと働き 

（６）食品と環境の保健と私たち 

（７）働くことと健康 

（８）労働災害と健康 

（９）健康的な職業生活 

・食品衛生活動は、食品の安全性を確保するよう基準が設定

され、それに基づき行われていることを理解します。 

・労働災害の防止には、作業形態や作業環境の変化に起因す

る傷害や職業病などを踏まえた適切な健康管理及び安全管理

をする必要があることを理解します。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

・健康の保持増進につ

いて関心を持っている

か。仲間と協力して資

料を集め、意見交換を

している。 

・自分のこれまでの学習

や体験、資料などを基に

したり、他人の意見や考

えを聞いたりして、課題

の設定や解決の方法を考

え、判断している。 

 ・適切な生活行動を選

択し実践すること必要

であることを理解し、

問題解決に役立つ知識

を身に付けている。 

備

考 

３つの観点に基づき、学期ごとに 100 点法で評価し、学年末には、各学期の評価を平均し、総合的に評

価する。 
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教 科 外 国 語 科 目 コミュニケーション英語Ⅱ 単位数 ４ 

学 年 ２  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科Ｂ類型 

教科書 

（出版社） 
Vivid English Communication Ⅱ NEW EDITION（第一学習社） 

副教材 

（出版社） 
全商英語検定試験問題集１級、２級（全商英語検定研究会・実教出版） 

授 業 の 概 要 

１ 予習時に単語やイディオムの意味を辞書で調べて内容の概要を把握しておく。 

２ 授業では、予習の段階で分からなかった箇所の説明を聞いてノートを取る。 

３ ペアワークやグループワークなどを通して自己表現を行う。 

授 業 の 目 標 
１ 英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。 

２ 情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする能力を伸ばします。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

Lesson  1   

Pictograms ――      Useful Signs on 

Streets   

Lesson  2  Fun with Pakkun             

Lesson  3        

Origami Is Not Just a Piece of 

Paper!   

Lesson  4  Numbers Talk 

・英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうと

する態度を育成するとともに、情報や考えなどを的確に

理解したり適切に伝えたりする能力を伸ばすことができ

る。 

・学習のポイントは、進行形・受け身、S＋V＋C(＝現在

分詞・過去分詞)、seem to ～、It is … (for A) to 

～、It is＋形容詞＋that-節、S＋V＋it＋C＋that-節、S

＋V＋O＋O(＝名詞節)などである。 

２ 

学 

期 

Lesson  5 

The Doctor in the Stomach   

Lesson  6 

Nature for the Next Generation 

Lesson  7 

A Young Man in the Sea Who 

Made a Change   

Lesson  8 

Streetcars in the 21st Century 

・事物に関する紹介や報告、対話や討論などを聞いて、情

報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえたりす

ることができる。 

・学習のポイントは、群動詞(受け身)、進行形(受け身)、

「時」や「理由」などを表す副詞節、分詞構文(現在分

詞)、「推量」を表す助動詞、助動詞＋have＋過去分

詞、詞の働きをする句や節(分詞構文、接続詞に導かれ

る節)、関係詞(関係代名詞が前置詞をともなう形)、仮

定法過去などである。 

３ 

学 

期 

Lesson  9 

The Challenge of Disarmament  

Lesson 10 

Inventing Innovative Things for 

Society 

・聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したこと

に基づき、情報や考えなどについて、話し合うなどして

結論をまとめることができる。 

・学習のポイントは、have [get]＋O＋過去分詞、完了不

定詞、仮定法過去完了、省略、倒置、分詞構文(完了

形)、as if＋仮定法、複合関係詞などである。 

観

点

別

評

価 

コミュニケーションへ

の関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての

知識・理解 

 積極的な態度で言語

活動に参加し、相手と

のコミュニケーション

を図ろうとしている。 

英語で話し合った

り、意見をまとめたり

することができる。ま

た、情報や考えなどを

まとまりのある英語で

書くことができる。 

英語を聞いて理解し、

概要や要点をとらえるこ

とができる。また、ジャ

ンルや目的に応じて読み

方を工夫しながら、概要

や要点をとらえることが

できる。 

単語、熟語、文法な

どについて、その意味

や適切な使い方を理解

している。また、英語

を使う上で必要な文化

的背景について理解し

ている。 

備

考 

４つの観点に基づき、学期ごとに 100 点法で評価し、学年末には各学期の評価を平均し総合

的に評価する。 
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教 科 家  庭 科 目 家庭総合 単位数 ２ 

学 年 ２  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科 

教科書（出版社）  家庭総合 ～自立・共生・創造～ （東京書籍） 

副教材（出版社）  家庭科ノート（愛媛県高等学校家庭科教育研究会） 

授 業 の 概 要 
（１）人の一生と家族・家庭（２）子どもや高齢者との関わりと福祉（３）生活の科学と環境（衣生活）（４）

消費生活と環境（５）ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動の５項目で構成する。これらの内容につい

ては、実践的・体験的な学習活動を中心とし、相互に有機的な関連を図りながら展開する。 

授 業 の 目 標 

１ 人の一生と家族・家庭、子どもや高齢者との関わりと福祉、衣生活、消費生活に関する知識と技術を総

合的に習得する。 

２ 学習した知識や技術を生かし、家庭や地域の生活課題を主体的に解決する態度を育成する。 

３ 家族や社会との共生を目指し、生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

○高校の家庭科について 

１ 経済生活を営む 

（１）職業生活を設計する 

（２）計画的に使う 

（３）国民・国際経済と家庭の経済生活 

（４）消費行動と意思決定 

（５）現代の消費社会 

（６）消費者の権利と責任 

（７）これからの消費生活と環境 

○ホームプロジェクトについて 

・家庭科で何をどのように学ぶか、学習活動について知る。 

・ホームプロジェクトの計画 

・家計管理の重要性を認識し、ライフステージごとのポイントを知る。 

・国際化・複雑化している経済社会と家計との関係を理解する。 

・契約や消費者信用、多重債務問題などを学習し、消費者として適切な

判断ができるようにする。 

・消費者の権利と責任を理解する。 

・持続可能な生活について考える。 

２ 

学 

期 

○ホームプロジェクトの発表 

２ 衣生活をつくる 

（１）衣服をつくる 

（２）衣服の役割を考える 

（３）衣服を入手する 

（４）衣服を管理する 

（５）衣生活の文化と知恵 

（６）これからの衣生活 

３ 子どもと共に育つ 

（１）命を育む 

（２）子どもの育つ力を知る。 

・平面構成と立体構成の違いを学ぶ 

・被服製作の基本事項を確認し、自分に合った被服の製作ができる。 

・被服の様々な役割を理解する。 

・被服材料の特徴を理解し、被服に適した選択や保管方法を知る。 

 
 
 
 
・出産前後の健康管理と子どもの発達の様子・発達段階を知る。 

・人生の初期における親・家族や周囲の人々の関わりの大切さを学ぶ。 

・遊び、基本的生活習慣の形成、健康管理について学ぶ。 

３ 

学 

期 

（３）親として共に育つ 

（４）これからの保育環境 

４ 自分らしい人生をつくる 

（１）生涯発達の視点 

（２）青年期の課題 

（３）目標を持って生きる 

（４）人生をつくる 

（５）家族・家庭をみつめる 

（６）これからの家庭生活と社会 

５ 高齢社会を生きる 

（１）高齢期を理解する 

（２）高齢者の心身の特徴 

（３）高齢者を支える 

（４）これからの高齢社会 

・愛着の形成と親としての成長を理解する。 

・児童福祉の理念を理解し、子育て支援の現状を学ぶ。 

・各ライフステージの特徴と課題を理解し、生涯発達の観点から今の自

分を客観的に見つめる。 

・固定的な性別役割分業意識を見直し、男女が相互に協力して家庭を築

き、家族関係をつくる必要性を学ぶ。 

・家族・家庭の基礎的な法律を学習し、現在の動きを知る。 

・家事・職業労働の特徴からワークライフバランスを考える。 

・高齢社会の現状と課題を理解する。 

・高齢期の特徴を知り、個人差が大きいことを理解する。 

・高齢者を支援する具体的施策や福祉について学ぶ。 

 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

 人の一生と家族、子どもの

発達と保育、高齢者の生活と

福祉、衣生活、消費生活と環

境などに関心を持ち、その充

実向上を目指して意欲的に取

組むと共に、実践的な態度を

身に付けようとしているか。 

人の一生と家族、子どもの発

達と保育、高齢者の生活と福

祉、衣生活、消費生活と環境な

どについて見直し、生活課題を

主体的に解決するために思考

し、適切に判断し、工夫創造す

る能力を身に付けているか。 

 人の一生と家族、子ども

の発達と保育、高齢者の生

活と福祉、衣生活、消費生

活と環境などに関する基礎

的・基本的な技術を総合的

に身に付けているか。 

 

 人の一生と家族、子どもの

発達と保育、高齢者の生活と

福祉、衣生活、消費生活と環

境など、生活を充実向上する

ために必要な知識を総合的に

身に付けているか。 

 

備考  ４つの観点に基づき、各学期ごとに100点法で評価し、学年末には各学期の評定を平均し、総合的に評価する。 
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教 科 商  業 科 目 財務会計Ⅰ 単位数 ２ 

学 年 ２  年 類 型 情報ビジネス科Ｂ類型 

教科書（出版社） 財務会計Ⅰ新訂版（東京法令出版） 

副教材（出版社） 完全段階式標準検定簿記問題集２級・会計（東京法令出版） 

授 業 の 概 要 

財務諸表に関する基礎的な知識と技術を習得する。また、利害関係者に会計
情報を提供する能力と態度及び、提供された会計情報を活用する能力と態度を
身に付ける。 

授 業 の 目 標 

１ 財務諸表の作成に関する知識と技術を習得する。 

２ 財務会計の意義や制度について理解する。 

３ 会計情報を提供し、活用する能力と態度を身に付ける。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

第Ⅰ編 財務会計の基礎 

 第１章 企業会計の意義と役割 

 第２章 会計法規と会計基準 

 第３章 株式会社の設立・開業と株式の発行 

 第４章 当期純利益の計上と剰余金の配当・処分 

 第５章 社債 

 第６章 株式会社の税務 

第Ⅱ編 貸借対照表 

 第１章 貸借対照表の概要 

 第２章 資産の意味・分類と評価 

・利害関係者への適正な会計情報の提供及び、提供
された会計情報の活用を行えるようにする。 

・企業会計の意義と役割、財務会計の機能及び会計
法規と会計基準について学び、財務会計の概要に
ついて理解する。 

 

 

 

・資産、負債、純資産の種類と会計処理及び貸借対
照表の作成をとおして、企業の財務状態を適切に
報告するための基礎的な知識と技術を習得する。 

２ 

学 

期 

 第３章 流動資産 

 第４章 固定資産 

 第５章 負債の意味・分類 

 第６章 純資産の意味・分類 

 第７章 貸借対照表の作成 

第Ⅲ編 損益計算書 

 第１章 損益計算の意味と損益の区分 

 第２章 収益・費用の認識と測定 

 第３章 損益計算書の作成 

 

 

 

 

 

・損益計算の意味と損益の区分、収益・費用の認識
と測定及び損益計算書の作成をとおして、企業の
経営成績を適切に報告するための基礎的な知識と
技術を習得する。 

３ 

学 

期 

第４章 その他の財務諸表 

第Ⅳ編 財務諸表活用の基礎 

 第１章 財務諸表の意義 

 第２章 財務諸表の見方 

第Ⅴ編 連結財務諸表 

 第１章 連結財務諸表 

 

・財務諸表分析の意義及び財務諸表の見方について
学び、財務諸表を活用するための基礎的な知識と
技術を習得する。 

 

・連結財務諸表の目的と連結の範囲及び連結財務諸
表の基礎について学び、連結財務諸表に関する基
礎的な知識と技術を習得する。 

観
点
別
評
価 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

財務会計に関する
学習に興味・関心を
持ち、授業や課題に
対して意欲的に取り
組むなど、知識の深
化と技術の向上に努
めている。 

会計に関する法規や

基準の変更に対応し、

適切な財務諸表を作成

したり、利害関係者に

とって有用性の高い分

析をしたりするなど、

主体的な判断を基に正

確な作業ができる。 

会計情報を利害関係
者に提供する能力と態
度及び提供された会計
情報については、ビジ
ネスの諸活動に適切に
活用する能力と態度を
身に付けている。 

財務会計に関する基礎

的・基本的な知識と帳簿

作成技術、各種の数値を

算出する方法を身に付け

るとともに、経済社会に

おいて会計責任を果たす

ことの重要性について理

解している。 

備
考 

 4 つの観点に基づき、各学期ごとに定期考査までの学習のまとまりごとに評価し、100点法で
評価する。また、学年末の評価は、各学期の評価を平均し総合的に評価する。 
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教 科 商  業 科 目 原価計算 単位数 ３ 

学 年 ２  年 類 型 情報ビジネス科Ｂ類型 

教科書（出版社） 原価計算 新訂版（東京法令出版） 

副教材（出版社） 完全段階式標準検定簿記問題集原価計算（東京法令出版） 

授 業 の 概 要 

製造業における工業簿記の記帳法と、原価計算の基本的な考え方、知識と技

術を習得する。また、原価計算によって得られる情報を効果的に活用するため

の能力と態度を育てる。 

授 業 の 目 標 

１ 原価計算に関する基本的・基礎的な知識と技術を身に付ける。 

２ 製造業において行われる取引・活動を計数的に把握し、活用する学習を通

して、原価に対する理解を深める。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

第Ⅰ編 原価と原価計算 

 第１章 原価の概念と原価計算 

 第２章 製造業における簿記の

特色としくみ 

第Ⅱ編 原価の費目別計算 

 第１章 材料費の計算と記帳 

 第２章 労務費の計算と記帳 

 第３章 経費の計算と記帳 

第Ⅲ編 原価の部門別計算と製品

別計算 

 第１章 個別原価計算 

・原価の概念、原価計算の目的、製造業における簿

記の特色としくみについて学び、原価計算の概要に

ついて理解する。 

 

 

・材料費、労務費及び経費の計算と記帳をとおし

て、原価の費目別計算を行うための基礎的な知識と

技術を習得する。 

・個別原価計算、部門別個別原価計算、総合原価計

算について学び、原価の部門別計算と製品別計算の

行うための基礎的な知識と技術を習得する。 

２ 

学 

期 

 第２章 原価の部門別計算 

第３章 総合原価計算 

第Ⅳ編 製品の完成・販売と決算 

 第１章 製品の完成と販売  

 第２章 本社・工場会計 

 第３章 製造業の決算 

第Ⅴ編 標準原価計算 

 第１章 標準原価計算の目的と

手続き 

 

 

・製品の完成・販売と本社・工場間の取引の記帳方

法及び製造業の決算について学び、製品の完成・販

売に関する会計処理と決算を行うための基礎的な知

識と技術を習得する。 

 

・標準原価計算の目的と手続き、原価差異の原因分

析及び損益計算書の作成をとおして、標準原価計算

を行うための基礎的な知識と技術を習得する。 

３ 

学 

期 

 第２章 原価差異の原因別分析 

 第３章 損益計算書の作成 

第Ⅵ編 原価情報の活用 

 第１章 利用計画と直接原価計算 

     原価の変動費と固定費の分解 

     安全余裕率の算定 

     記帳練習 

 

 

・直接原価計算の目的と損益計算書の作成及び短期

利益計画について学び、直接原価計算の有用性につ

いて理解する。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 

原価計算に関する

学習に興味・関心を

持ち、授業や課題に

対して意欲的に取り

組むなど、知識の深

化と技術の向上に努

めている。 

様々な原価計算につ

いて、それぞれの意義

や計算・記帳方法を理

解し、適切な判断に基

づいて利用できてい

る。 

算出された数値や記

帳された帳簿から得ら

れる原価情報を、適切

に活用することができ

る。 

基礎的・基本的な原

価計算に関する知識と

仕組みを理解するとと

もに、各種の数値の算

出や帳簿の記帳ができ

る。 

備

考 

 4 つの観点に基づき、各学期ごとに定期考査までの学習のまとまりごとに評価し、100点法で

評価する。また、学年末の評価は、各学期の評価を平均し総合的に評価する。 
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教 科 商  業 科 目 情 報 処 理 単位数 ２ 

学 年 ２  年 類 型 情報ビジネス科Ｂ類型 

教科書（出版社） 新訂版 最新情報処理 （実教出版） 

副教材（出版社） 全商ビジネス文書実務検定模擬試験問題集(実教出版) 

授 業 の 概 要 
 表計算ソフトウェアとワープロソフトを活用し、ビジネスにおける情報の処理や

活用を実践する。 

授 業 の 目 標 

１ ビジネスと情報処理について理解し、情報活用能力を高める。 

２ 各種ソフトウェアの活用に習熟し、高度な資格取得を目標にする。 

３ 正しい情報モラルについて理解し、実践できる能力を養う。  

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

 

４章 ビジネス文書の作成 

 

 

 

・ビジネス文書を作成するために必要な基本的知識や技 

術を習得する。 

 

 

 

 

 

２ 

学 

期 

 

４章 ビジネス文書の作成 

 

 

 

 

 

 

・ビジネス文書を作成するために必要な基本的知識や技 

術を習得する。 

 

３ 

学 

期 

 

５章 プレゼンテーション 

 

・ビジネスに関する情報の収集・処理・分析を行い、報

告書や提案書を作成し、プレゼンテーションを行うため

に技法を身に付ける。 

 

 

 

 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 

ビジネスにおける情

報の役割に関心を持ち、

科目「情報処理」を学ぶ

ことによって積極的に

情報を活用するための

知識・技術を習得しよう

とする意欲を示す。 

ビジネスの諸活動において

情報を主体的に活用すること

を目指して思考を深め、基礎

的・基本的な知識と技術を基

に、ビジネスの諸活動に携わ

る者として適切に判断し、表

現する創造的な能力を身に付

けている。 

情報の収集・処理・分

析・表現に関する基礎

的・基本的な技術を身に

付け、ビジネスの諸活動

における情報の活用を

合理的に計画し、その技

術を適切に活用してい

る。 

情報の収集・処理・

分析・表現に関する基

礎的・基本的な知識を

身に付け、情報の意義

や役割について理解

している。 

備

考 

 ４つの観点に基づき、各学期ごとに１００点法で評価し、学年末には各学期の評価を平均し、

総合的に評価する。 
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教 科 商  業 科 目 ビジネス情報 単位数 ３ 

学 年 ２  年 類 型 情報ビジネス科Ｂ類型 

教科書（出版社） ビジネス情報 新訂版（実教出版） 

副教材（出版社） 全商情報処理検定 模擬試験問題集 ビジネス情報１級（実教出版） 

授 業 の 概 要 

１ ビジネスに関する情報を表計算ソフトウェアやデータベースソフトウェアを

利用して管理・分析・活用する知識や技術を習得する。 

２ 積極的にコンピュータを活用し、エンドユーザコンピューティングを推進する

創造的な能力と態度を身に付ける。 

授 業 の 目 標 

１ 表計算ソフトウェアやデータベースソフトウェアを実際のビジネスの現場で

活用するための技術を習得する。 

２ 情報化社会におけるコンピュータの優位性を理解し、積極的に活用する姿勢を

養う。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

第１章 ビジネスと情報 

 

 

第２章 情報通信ネットワーク 

の活用 

・現代のビジネスの実例を通し、ビジネスにおけるＩＣ

Ｔ活用の基本的な知識を習得し、この科目を学ぶ目的

や狙いを理解する。 

・ネットワークの構築についての基礎的な知識から、構

築に必要なネットワークの設定方法、サーバの管理や

セキュリティ管理などの技術を身に付ける。 

２ 

学 

期 

 

第３章 表計算ソフトウェアの 

活用 

 

 

第４章 データベースソフトウ 

ェアの活用 

 

・表計算ソフトウェアを活用して、様々なビジネスの情

報を管理・分析し、用務に役立つ合理化や自動化につ

いての知識・技術を身に付ける。 

 

・リレーショナル型データベースを活用して、データベ

ースの検索機能についての知識や技術、データベース

を操作するためのＳＱＬ言語を習得する。 

３ 

学 

期 
第５章 ソフトウェアを活用 

したシステム開発 

・ビジネスに関連した情報システムの開発について、基

礎的な知識と技術を習得する。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

 ビジネスの諸活動

において、情報を主

体的・積極的に活用

し、将来、職場にお

ける情報活用のリー

ダーとなる意欲と態

度を持っているか。  

適切な手段を用いて

情報を収集・処理し、

要求に応じた適切なシ

ステム開発の要件を整

理するなどの思考・判

断力・表現力を身に付

けているか。 

ビジネスにおける情

報活用に必要な、情報の

分析手法、システム開

発、ネットワークの構築

などの技能を身に付け

ているか。 

ビジネスの諸活動

に関する情報の意義

や役割を理解すると

共に、ビジネスにおけ

る情報活用を実践す

るために必要な知識

を身に付けているか。 

備

考 

４つの観点に基づき、各学期ごとに定期考査までの学習のまとまりごとに評価し、100点法で

評価する。また、学年末の評価は、各学期の評価を平均し総合的に評価する。 
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教 科 商  業 科 目 プログラミング 単位数 ２ 

学 年 ２  年 類 型 情報ビジネス科Ｂ類型 

教科書（出版社） 最新プログラミング（実教出版） 

副教材（出版社） 情報処理検定模擬試験問題集（プログラミング１級） 

授業の概要 
マクロ言語におけるプログラミングの学習を中心に行う。その中でコンピュー

タでのデータ処理やビジネスの活動で必要な能力・態度を身に付ける。 

授業の目標 

１  コンピュータを使ったデータ処理の仕組みについて習得する。 

２  プログラミングに関する知識と技術を習得する。 

３  体験的学習を通して創造力や論理的な思考力を育成する。 

４  ビジネスの諸活動において、情報を合理的に処理しコンピュータを効果的に活用   

する能力と態度を身に付ける。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

１章 コンピュータとプログラ 

ミング 

 

２章 プログラミングの手順 

 

 

３章 プログラミングの基礎 

 

４章 報告書の作成 

・ビジネスの諸活動と情報処理システムの関わりについて関心

を持ち、データ処理の仕組みや役割の重要性を理解する。 

マクロ言語の特徴やプログラミング手順を把握する。 

・マクロプログラムの基礎的・基本的な技法を身に付けるとと

もに、ビジネスの諸活動におけるプログラミングの意義につ

いて理解を深める。 

・プログラミングに必要なハードウェアの操作技術を身に付け

る。 

・プログラムを作成する意義を理解し、各種の応用的なプログ

ラミング技法を身に付ける。 

２ 

学 

期 

５章 テーブルの利用 

 

 

 

 

６章 ファイル処理 

・テーブルの意義を理解する。 

・テーブルを利用した各種のプログラミング技法を身に付ける

とともに、テーブルの有用性について考察を深める。基本的

なファイルの種類を理解するとともに、データチェックの重

要性について考察を深める。 

・ファイル処理の各種技法を身に付けるとともに、発生したデ

ータがファイルに集められ処理されていく過程について理解

する。 

３ 

学 

期 
７章 イベント駆動型プログラム 

 

８章 ハードウェア・ソフトウェア 

・視覚効果に富み販売促進等に有効な、ビジュアルで新しいプ

ログラムについて理解する。 

・コンピュータの利用にあたって必要な、ハードウェアとソフ

トウェアに関する知識を身に付ける。 

・高度情報化社会を生き抜くために必要な情報活用能力の重要

性を理解するとともに、情報社会に参画する上での望ましい

態度について考察を深める。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

コンピュータを使った

情報処理の仕組みとプロ

グラミングに関心をもち、

ビジネスの諸活動によっ

て生じた情報を合理的に

処理しコンピュータを効

果的に活用することがで

きるか。 

ビジネスの諸活動によって

生じた情報を的確に把握し、

プログラミングに関する基礎

的･基本的な知識と技術を活

用して､効率的なプログラム

を作成するために、様々な角

度から考察できるか。 

プログラミングに関する基

礎的･基本的な知識と技術を身

に付け、基礎的なプログラムを

作成することができるととも

に、応用的な技術をさらにすす

んで活用しようとしているか。 

コンピュータを使った情

報処理の仕組みとプログラ

ミングに関する基礎的･基本

的な知識と技術を身に付け、

ビジネスの諸活動に関する

情報を合理的に処理し､活用

する方法を理解できるか。 

備

考 

４つの観点に基づき、学期ごとに 100 点法で評価し、学年末には各学期の評価を平均し総合

的に評価する。 


